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 はじめに：間質性肺炎のガイドラインで勧めている治療は，呼吸リハビリテーションと在宅酸素療
法のみである．特発性間質性肺炎患者に対する呼吸リハビリテーションは，運動耐容能
や息切れ感，健康関連 QOL などを改善させると報告されている．呼吸リハビリテーショ
ンの効果の阻害因子は肺活量の低下と運動時の低酸素血症の他に，骨格筋機能障害が
挙げられている．報告されている骨格筋機能障害は，下肢の筋力低下のみであり，骨
格筋酸素消費などの他の筋機能で示された報告は無い．特に間質性肺炎患者は，運動時
の低酸素血症が著しく，運動中の骨格筋に供給する酸素量の低下することは明白であ
る．しかし，低酸素血症の状態での運動は，骨格筋酸素消費を悪化させる可能性もあ
るが明らかにされていない．また，骨格筋酸素消費が運動耐容能の指標にどのように
影響を及ぼすかもわかっていない．  
目的：本研究では，間質性肺炎患者における運動中の近赤外線分光法（NRIS）で得られ
る外側広筋の骨格筋酸素消費の指標（ StO2）と心肺運動負荷試験で得られる運動耐容
能の指標，運動時の低酸素血症の程度（ SpO2）との関係を明らかにし，骨格筋酸素消
費の指標（StO2）の骨格筋機能評価としての基準関連妥当性を検討した． 
方法：公立陶生病院にて，間質性肺炎患者 40 例に，心肺運動負荷試験を行い，同時に
外側広筋の骨格筋酸素消費を測定した．心肺運動負荷試験は自転車エルゴメータを使
用し，0 Watt で 3 分間のウォーミングアップ後に，毎分 10 Watt のランプ負荷法によ
る症候限界性で実施した．また，心肺運動負荷試験中は心電図と血圧は連続測定を実
施した．心肺運動負荷試験で用いる呼気ガス分析装置は，chest 社製 CENTAURA-Ⅱを使
用し，最高酸素摂取量と最高仕事量など様々な運動耐容能指標を算出した．運動負荷
試験中は，近赤外線分光法（BOM-L1TRW：オメガウェーブ社製）にて，外側広筋の StO2
を測定した．また，経皮的酸素飽和度（SpO2）をパルスオキシメータ（Konica Minolta
社製 PULSOX-SP300）により測定し，運動終了時の呼吸困難感や下肢疲労感を修正ボル
グスケールにより評価した．運動負荷試験の中止基準は，アメリカスポーツ医学会の
運動負荷試験のガイドラインに準じた．間質性肺炎患者における近赤外線分光法で得
られる外側広筋の StO2 と心肺運動負荷試験で得られる運動耐容能指標や SpO2 の最低値
と相関関係を検討した．  
結果：最大負荷時の StO2 は 52.9%，SpO2-StO2 は 35.5%であった． StO2 は％肺拡散能
（ %DLco）のみ相関関係を認めた． SpO2-StO2 は最高酸素摂取量（ peakVO2），％肺活量
（%VC）,％肺拡散能（ %DLco），息切れ指標の baseline dyspnea index (BDI)，健康関連  
QoL（SGRQ）と相関関係を認めた(p＜0.05)．  
結語：労作時低酸素血症が強い間質性肺炎患者の骨格筋の酸素消費の指標は StO2 より，
酸素供給を加味した SpO2-StO2 の方が運動耐容能に影響し有用かもしれない．  
第 6 回三重県呼吸不全研究会に発表した．また，第 28 回日本呼吸ケア・リハビリテー
ション学会学術集会にて発表予定である．  
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